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産 婦人科 領域 にお け るClindamycinの 各 種 移行 濃度 に つ いて

高瀬善次郎 ・水 谷 一 弥 松 下 道 雄 ・池 洌 ・毛 塚 七 郎

日本医科大学産婦人科教室

Lincomycinの 新 しい誘導 体であ るところのClinda-

mycinに つい て,産 婦人科領域 に おけ る 特殊 な移行 濃

度,す なわ ち,膀 帯血,羊 水,乳 汁,胎 児お よび胎児臓

器 内な どへの移行濃度を測定 した ので報告す る。 なお,

臨床成績 については,わ れわれが しば しば述べ てい るよ

うに,産 婦人科領域 の感染症のほ とん どが グ ラム陰性桿

菌感 染症であ るために,今 回の報告 では これ を 省 略 す

る。

L実 験 方 法

まず,測 定 方法であるが,試 験 菌 としては枯草菌PCI

株芽胞 を用 い,木 村氏済 紙法に よ り測定 した。

り 母体血 清,踏 帯血 お よび羊水への移行濃度

胎 児娩出前にClindamydn300mgを 経 口投与 し,娩

出時 の母体血清,濟 帯血,羊 水な どを採取 し,検 討 した

ものであ り,各 時 間 ごとに3～5例 の平均値であ る。

な お,騰 帯血,羊 水な どはその性質上,1つ の症 例に

つ いて時 間を追つて測定す ることは不可能であ り,便 宜

上,個 々の症例の平均値ではあ るが表に しめす よ うに線

でむす んで現 わ した。 また,母 体血清 も鵬帯血,羊 水へ

の移 行を しらべる上での対照 と して,こ れ らと同一の患

者か ら採取 した ものであつて,そ れぞれ個 々の症例の平

均 値である。

2)乳 汁中への移行濃度

産褥1週 間以 内の授乳 中の褥婦 にClindamycin300mg

を経 口投与 して,1,2,4,6時 間後に採 取 した乳汁につい

て検 討 した ものであ り,各3例 の平均値であ る。

3)胎 児臓 器内濃度

妊娠23週 の母 体にClindamycin300mgを 経 口投与

し,5時 間後に流産 した胎児臓器について検 した。 ま

た,妊 娠 初期の2例 は,そ れぞれ妊娠9週 の母体に本剤

の300mgを 投与 し,2時 間後,3時 間後に人工妊娠中

絶 した胎児へ の移行濃度を検 した ものであ る。

肱 実 験 成 績

り 母体血 清中濃度(表1)

Clindamycin300mg投 与では30分 で1.8mcg/mlと

移行が認め られ,1時 間 で最 高にな り3.4mcg/mlで あ

つた。 また,6時 間後で もなお,Llmcg/mlの 値 を し

め した。

2)贋 帯血 中濃度(表1)

投与後30分 では測定不能 であ つ た が,1時 間後に

1.Omcg!mlで あ り,5時 間後 で最 も高 く,1.8mcg/ml

であつた。 この よ うに,母 体盈清 中に比 較 して,膀 帯血

へは やや移 行が遅 く現われ るよ うである。 しか し,一 般

に従 来の抗生物質では,膀 帯血 中へ の移行濃度は母体血

清中濃度の3分 の1か ら6分 の1の 移行 がみ られる もの

であるが,本 剤では,母 体血清 中濃度 との割 合はむ しろ

高い ようであ る。

3)羊 水 中濃度(表1)

羊水へ の移行は従来の抗生物質 で も低 いのであるが,

本剤では特 に低 く,6時 間以内に痕跡 程度以 上の移行は

み られなかつた。従来の抗生物質 は測定可能 である。

4)乳 汁 中への移行濃度(表2)

乳汁 中へ の移行 も一般に低い のであるが,本 剤では特

に低 く,1～2時 間で痕 跡程度 を しめす にす ぎない。 ま

た,当 然 ではあるが,こ の母乳を哺乳 している新生児血

中へ の移行 は認め られなかつた。
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5)胎 児お よび胎児臓器内移行濃度

i)妊 娠初期(表3)

妊娠9週 の母体に投与 した場合 の胎児へ の移行 である

が,こ れは各臓器 ごとに検す ることは,あ ま りに も小 さ

くて不可能であ るので,胎 児全体か ら測定 した ものであ

るが,2時 間で0.4mcglml,3時 間で0.5mcg加1で あ

つた。

ii)妊 娠中期(表4)

妊娠29週 の症例1例 に しかす ぎない のであるが,5

時間ごとに測定 した もので,腎 にはo.8mcglm1の 移行

が認め られたが,肺,肝 におい ては痕跡程度 であ り,特

に脳,心 においては測定不能で あつた。

mgI回 投 与であつたので,特 に副作用については不 明

であるが,少 な くとも300mgl回 投与では 副f乍用は認

め られなかつた。

ま と め

Clindamycin300m9を 経 口投与 して,産 婦人科 領域

の各種 移行濃度を検 した。

1)母 体血清中濃度は投与後1時 間で最高に な り3,4

mcg/mlで あつた。

2)膀 帯血 中へ の移行は,従 来の抗生物質 に く ら べ

て,母 体血 清中濃度との比率は高い。

3)羊 水,乳 汁中へ の移行は低 く,と もに痕跡程度で

ある。

4)胎 児 および胎 児臓器 内への移行は,妊 娠9週 で も

移行が 認め られた。 また,胎 児の臓器内では腎 の移行が

最 も高 い。
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IIL副 作 用

われ わ れ の 実験 に お い て は,す べ てClindamycin3GO

  CLINDAMYCIN DIFFUSION AND LEVELS IN VARIOUS 
GYNECOLOGICAL AND OBSTETRICAL FLUIDS AND TISSUES

ZENJIRO  TAKASE,  ICHIYA  MIZUTANI,  MICHIO MATSUSHITA, 

 KIYOSHI  IKE & SHICHIRO KEZUKA 

Department of Obstetrics and Gynecology, Nihon Medical College

 It was examined that the- concentrations transferred into various organs or materials in obstetrical 
and gynecological field by oral administration of 300 mg of clindamycin. 

  1) The concentration into mother's serum was in the highest level at 1 hour after administration 
and revealed 3.4  mcg/ml. 

 2) The transferences into the umbilical cord blood were, in contrast to the existing antibiotics, 
higher than those of mother's serum. 

 3) The transferences into amniotic fluid and mother's milk were in low level and the values were 
minimal. 

 4) The transferences into the fetus or embryonal organs, if even 9 weeks of pregnancy, were  de-
monstrated. However, the transferences into the organs of fetus were at the maximum level in the 
kidney.




